
1

外国人労働者に対する安全衛生教育教材作成事業（建設業）

『コンクリート圧送施工業務』
安全衛生のポイント

筒先での圧送作業およびトラブル時の注意
（１）ホースの筒先の前では作業をさせない

	先端ホースの筒先の前で作業をしていると、閉塞が	
起こったときやコンクリートの中に異物が混入した	
ときに、コンクリートが飛散してケガをするおそれが	
あります。ホースの筒先の前に立ち入ってはいけません。

ホースの筒先の前での作業の禁止
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『コンクリート圧送施工業務』

（２）ホースを無理に曲げて作業をしない

	先端ホースを無理な角度に曲げて作業すると、ホースが
破裂してコンクリートが飛散し、周囲の人にケガを	
させたりするおそれがあります。ホースは無理に	
曲げないよう注意してください。

ホースを無理に曲げた作業の禁止
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（３）生コンクリートを取り扱うときの注意

	生コンクリートは、強いアルカリ性であり、危険・有害な
化学物質が含まれているので、目や口に入ったときなどは、
すぐに目を洗う、口をすすぐなどの応急処置をとって	
ください。

生コンクリートを取扱うときの注意

生コンクリートの取り扱いにおける不慮の場合の応急措置

不慮の場合 応急措置

① 飲み込んだ場合 口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。

② �皮膚または髪に付着し
た場合

皮膚を流水・シャワーで洗うこと。汚染された
衣類を再使用する場合には洗濯をすること。

③ 眼に入った場合 水で数分間注意深く洗うこと。
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（４）鉄筋につまずかないよう注意する

	スラブなどの鉄筋の上は、足元が悪くなっているので	
つまずいてケガをするおそれがあります。足元に	
気をつけて作業しましょう。

スラブの鉄筋につまずいた災害の例
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（５）立入禁止の場所には入らない

	事故を起こす危険のある場所には、立入禁止の看板や
ロープ・柵などが設置されています。立入禁止の指示が
ある場所には絶対に入らないように注意してください。

立入禁止の看板の例
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（６）開口部・現場の端部近くでの作業の注意

	開口部や現場の端部の近くでの作業では、墜落しない	
ように墜落制止用器具（安全帯）を確実に使用すると	
ともに、墜落を防ぐ安全対策がきちんととられているか
を確認してください。

開口部の例

開口部・現場の端部近くでの作業中に墜落した災害の例
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（７）閉塞したときの注意

	圧送中に閉塞したときは、すぐに圧送を停止し、閉塞箇所
の輸送管がどこか、打音などで確認し、周囲の人払いを
行い、輸送管全体の圧気を十分に抜いた後、閉塞箇所の
輸送管内の圧気が抜けているかを確認しながらジョイント
をゆっくりと緩めて取り外します。輸送管内の圧気が	
十分に抜けていなかったり、ジョイントを一気に緩めたり
すると、圧縮された空気が爆発現象を起こし、コンクリート
や輸送管類が飛散する重大事故につながります。

閉塞解除中の圧縮空気の
爆発現象による事故の例
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（８）体調管理を十分に行う

	圧送作業は体力を使う仕事です。現場の状況によっては、
連続作業となる場合が多く、作業を中断できないことが
あります。特に夏季の圧送作業は熱中症になるおそれが
あります。普段からの体調管理を十分に行いましょう。

圧送作業中に熱中症になった例

2020.3


